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抄
カンタリジン:昆虫に対する強力な摂食阻事物文
Cantharidin:Potentfeedingdeterrenttoin･
sects.J.E.Carrel,T.Eisner,Scl'encc,183,755
(1974).
ツチハンミョウ科の甲虫は触れると反射的に肢の腿
mとnq!節の関節部分からカンタ)ジンを含む体紋を浸
山する.アt)Pogol10myrmeXOCCl'dentatl'SのA!のそ
ばにツチハンミョウの1位 ELIL'cauEabyunneaを放
すとア.)の攻喋を受ける.しかし肢から浸山した休校
がア.)の体につくと,ア)はすばやく起り去り.休校
を除こうとする.またオサムシCatosomaL)romJ'ncns
もこのツチハンミ｡クを食べなかった.無理に唆ませ
たり,体液をロボにつけて砂の上に放すと,口群を砂
の中に突込み掃除しようとした.
別のア.)FoymicacxsecEot'desにカンタ.)ジンを
0.1Mグルコースに混入して摂取させると,最少氾度
の0.77×10-6Mでもコントロ-ルの0.1Mグルコース
に比べて有志に摂取量が減少した.上記のオサムシに
瑚々の約度のカンタ.)ジン溶紋をブラシにつけて唆ま
せて,砂の巾にrj耶TJ染込み抑除すろ行動を槻黙した.
その結果,氾少肌皮の0.66×10-BMでもコントロール
溶紋よりも1f.Bに多くの脚休がこの行動をとった.以
上の結米から矧1体紋中のカンタ.)ジンに摂食阻害作
用のあることがわかる.
11和のツチハンミ.,クからそれぞれ毛細管で一定量
の滋1日本牧を採取し,既知汲皮の純粋なカンタ])ジン
をはW,物TIとして,カンタ.)ジン含丑をGLCで定量
した.どの班獄の体液にもカンタ･.)ジンが含まれてお
り,検出塁は Formicaや CaLosomaに対する最少
摂食阻害濃度の100倍あろいはそれ以上であった.
カンタリジンは比較的安定な不拝発性化合物で,良
虫の最も低い味覚閥値に匹敵する濃度で昆虫に対して
摂食阻害作用を発揮する.カンタ1)ジン類縁化合物は
昆虫に対してカンタ.)ジンに匹敵する摂食阻害効果を
もつ可能性があるので,良薬として有効な,カンタ･)
ジンよりも低ITU性の獄緑化合物を探索する必要がある.
(市川俊英)
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